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ふれまちふれまち

　平成２６年３月２５日（火）いばらサンサン交流館にて災害ボランティア養成講座が行われました。参加者は、
「どっちじゃろう。」と悩みながらも、「大切なことだから、いざという時のために考えとかんといけんなあ。」
という感想が出るなど、災害について考えるきっかけになりました。

クロスロードゲームとは・・・
災害が起きたとき私たちは「決断すべき場面」に出会います。災害
時を想定し、「イエス」「ノー」のカードを使って、決断の「分かれ道」
を疑似体験するゲームです。

クロスロードカードの貸出し
あります！地区社協やサロ
ン・ボランティア団体等でお
使いください！

質問：「あなたは被災者です。避難所に避難していて、非常持ち出し袋に

は水も食糧も３日分持っていますが、避難所ではほとんどの家族が水も食

糧も持っていません。その前であなたは非常袋を開けますか？」
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井原で災害が起きたとき、あなたの決断は・・井原で災害が起きたとき、あなたの決断は・・

どっち？どっち？

クロスロード 

ゲームに挑戦！
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≪問い合わせ先≫　井原市井原町１１１０　 
　　　　　　　　　社会福祉法人　井原市社会福祉協議会　☎６２－１４８４

　ご近所福祉ネットワーク活動の目的は、“地域での孤立や閉じこもりの防止”と、生活・福祉課題（困

りごと）の早期発見の仕組みづくりです。地域で気になる方にはサロンで関わっている仲間や福祉委員、

ご近所等の方々が協力し合い、見守り、声かけなどを行っていく活動です。

最近、顔を見ないなぁ・・・

洗濯物が干したままだな。

サロンに誘ってみようかな？

広報紙などを配るだけでつき

あいがないなぁ。

夜、電気がついているかな。

新聞や郵便物がたまってない

かな・・・

～ごく自然なかたちで見守りをしましょう！～

福祉委員の役割
（福祉協力員）

小地域
福祉ネットワーク活動

地域のアンテナ
☆日常的な生活のなかで
☆見守り・声かけ

地域活動の協力者
☆各種ボランティア活動への協力
☆ふれあい・いきいきサロン
☆住民福祉座談会の開催

福祉情報の連絡役
☆福祉の行事や制度
　サービスの情報伝達
☆福祉広報の伝達
☆民生委員・社協他
　各関係機関への連絡

福祉意識の啓発
☆共に生きる社会づくり

～ふれ 愛 たすけ 愛 ささえ 愛 のまちづくりに参加しましょう！～～ふれ 愛 たすけ 愛 ささえ 愛 のまちづくりに参加しましょう！～～ふれ 愛 たすけ 愛 ささえ 愛 のまちづくりに参加しましょう！～～ふれ 愛 たすけ 愛 ささえ 愛 のまちづくりに参加しましょう！～

向こう三軒両隣！

早期発見の
仕組みづくりに向けて！早期発見の
仕組みづくりに向けて！
ご近所福祉ネットワーク活動ご近所福祉ネットワーク活動ご近所福祉ネットワーク活動

隣近所

福祉委員

民生委員

家　族

気になる方

地区社協

行　　政
地域包括支援センター

井原市社協

地域福祉活動計画ってなあに？
　誰もが安心して暮らしていける「福祉のまちづくり」を進めるための活動計画です。井原市が策定す

る「地域福祉計画」と連携・協働し、ともに地域福祉の推進を目的としています。住民一人ひとりが福

祉を自分の問題としてとらえ、福祉課題に取り組み、話し合い、より良い地域社会の構築を目指します。

井原市地域福祉活動計画

ボランティア

高　齢　者

障 が い 者

福 祉 団 体

学校・PTA

地 区 社 協

市民の意見
（アンケート・座談会）

策定委員会
学識経験者、福祉
団体、公募委員等

井 原 市
井原市
社会福祉
協議会

多くのご意見を

お寄せ下さい。

地域の福祉ニーズ把握のための住民アンケート実施中！

人づく
り

関係づ
くり

地域づ
くり

支え合う仲間を増やします。 関係者・団体と協力し連携します。

わたし
がつくる み

んなでつくる

一人ひとりが“住みやすい”まち『井原』

井原市地域福祉活動計画

声をかけ合う関係を築きます声をかけ合う関係を築きます。
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法人運営事業
　理事・評議員会で社協の運営方針などを決めて事業運営を行います。

予算額　45,911千円

介護保険事業
　介護が必要な方に、質の高い
サービスの提供を行います。
◎訪問介護事業
◎居宅介護支援事業
◎やすらぎセンター事業
　　　  予算額　120,396千円

在宅福祉事業
　福祉用具・チャイルド
シート等が必要な方に、
貸し出しを行います。

予算額　9,159千円

ボランティアセンター活動事業
　市内で積極的に
ボランティア活動
を展開している団
体や学校に対し、
助成・援助を行い
ます。

予算額1,848千円

地域福祉活動基金運営事業
◎ふれあい料理教室（芳井）
◎一人暮らしふれあい交流事業（美星）

予算額　604千円　

交通遺児福祉基金運営事業
　交通事故で親を亡くした児童に激励
金を交付しています。

予算額　100千円

老人福祉センター事業
◎井原市芳井老人福祉センター事業

予算額　6,976千円

すぱーく美星管理運営事業
◎ゲートボール場管理運営

予算額　492千円

生活福祉資金貸付事業
　生活困難で他から援助を受けることができない方に
対して、生活に必要な資金の貸し付けを行います。

予算額　2,227千円

改善センター等管理運営事業
◎改善センター管理運営
◎老人憩いの家管理運営

予算額　7,880千円

共同募金配分金事業
◎市民啓発事業（ふれまちだより年6回発行）
◎障がい者福祉推進事業（障がい者団体への助成）
◎市内ボランティア協力校（２１校への助成）
◎井原市社会福祉大会　　
◎ボランティア推進事業
　・地域力パワーアップ講座
　・サロンリーダー研修会開催
　・ボランティア交流会開催
　・ボランティア推進団体助成等
◎福祉機器（電動ベッド等）購入
◎その他（地域福祉・在宅福祉活
　動の推進）
　　　　　  予算額　7,567千円

●経常経費補助金収入
　 予算額　  312千円
●受託金収入
　 予算額 7,880千円
●事業収入
　 予算額　  180千円

歳出総額　266,684千円

歳出総額 8,372千円

事業計画・予算事業計画・予算事業計画・予算
　社会福祉法人井原市社会福祉協議会では、 平成26年3月25日、井原市総合福祉センターにて理事・評議員会を
開催し、平成26年度事業計画及び一般会計  ・特別会計の予算などが次のとおり承認されました。
 

1 地域福祉・在宅福祉の総合的推進と支援活動の強化
2 ボランティア活動の振興
3 介護保険事業・障害者自立支援事業の適正な経営及びサービスの充実
4 福祉サービスの質の確保及び従事者の資質の向上
5 地区社会福祉協議会活動の充実・活性化

地域福祉活動推進事業
　「ふれあい・たすけあい・ささえあい」のまちづくりを目指しています。
◎ご近所福祉ネットワーク活動
◎はーとふるカプセル
◎ふれあい福祉相談
◎日常生活自立支援事業
◎その他（地域福祉活動の推進）
　　　　　　予算額　31,197千円

5つの重点目標5つの重点目標

障がい福祉サービス事業
　発達が気になるお子さんが
日常生活における基本的動
作を習得し、集団生活に適応
することができるよう適切な
サービスを行っています。
◎あゆみ園事業
◎障がい者相談支援事業

予算額　17,918千円

いばらサンサン交流館事業
　趣味や教養、世代間交流を通じて健康づくりを応援します。
　　　 予算額　22,781千円

特 別 会 計

一 般 会 計
歳入総額

266,684千円
一般会計

歳入総額 8,372千円

会費収入
市民の皆さまからの会費により地
域福祉の積極的な事業展開を図り
ます。

予算額　5,710千円

寄付金収入
皆さまからの香典返し等の寄付金
を、貴重な浄財として地域福祉活動
に使わせていただきます。

予算額　6,000千円

経常経費補助金収入
社会福祉協議会が福祉サービスを行う
ために必要な経費を井原市からの補
助金で市民の福祉ニーズにこたえます。

予算額　43,316千円

受託金
福祉サービスの充実を図るため、井
原市等からの助成を受け事業展開
します。

予算額　53,159千円

事業収入
各種事業サービスにおける利用料
収入です。

予算額　4,160千円

介護保険等収入
介護保険事業で利用された介護
サービスに対する収入です。

予算額　124,865千円

共同募金配分金収入
「じぶんの町を良くするしくみ」
として皆さまから寄せられた大切
な募金です。

予算額　6,769千円

その他の収入
予算額　12,606千円

収支差額充当額
予算額　10,099千円

平成26年度平成26年度平成26年度新年度予算決定！！新年度予算決定！！新年度予算決定！！ 歳入総額
266,684千円
一般会計
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障がい福祉サービス事業
　発達が気になるお子さんが
日常生活における基本的動
作を習得し、集団生活に適応
することができるよう適切な
サービスを行っています。
◎あゆみ園事業
◎障がい者相談支援事業

予算額　17,918千円

いばらサンサン交流館事業
　趣味や教養、世代間交流を通じて健康づくりを応援します。
　　　 予算額　22,781千円

特 別 会 計

一 般 会 計
歳入総額

266,684千円
一般会計

歳入総額 8,372千円

会費収入
市民の皆さまからの会費により地
域福祉の積極的な事業展開を図り
ます。

予算額　5,710千円

寄付金収入
皆さまからの香典返し等の寄付金
を、貴重な浄財として地域福祉活動
に使わせていただきます。

予算額　6,000千円

経常経費補助金収入
社会福祉協議会が福祉サービスを行う
ために必要な経費を井原市からの補
助金で市民の福祉ニーズにこたえます。

予算額　43,316千円

受託金
福祉サービスの充実を図るため、井
原市等からの助成を受け事業展開
します。

予算額　53,159千円

事業収入
各種事業サービスにおける利用料
収入です。

予算額　4,160千円

介護保険等収入
介護保険事業で利用された介護
サービスに対する収入です。

予算額　124,865千円

共同募金配分金収入
「じぶんの町を良くするしくみ」
として皆さまから寄せられた大切
な募金です。

予算額　6,769千円

その他の収入
予算額　12,606千円

収支差額充当額
予算額　10,099千円

平成26年度平成26年度平成26年度新年度予算決定！！新年度予算決定！！新年度予算決定！！ 歳入総額
266,684千円
一般会計

5 ふれまちだより
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相談内容 日　　　　時 内　　　　容

ふ れ あ い
福 祉 相 談

月〜金曜日　8：30 〜17：00
日常生活上の心配ごと・
悩みごとなどのあらゆ
る相談

法 律 相 談

６/３ ㈫　　10：00 〜15：00
７/１ ㈫　　13：00 〜16：00

【井原市総合福祉センター】
法律上の難しい問題の
相談（財産・相続・金銭
貸借・境界等）1件 30分
以内で事前に予約必要
予約先：井原市社会福祉協議会

５/20 ㈫　   10：00 〜15：00
【 芳 井 生 涯 学 習 センター】

６/17 ㈫　   13：00 〜16：00
【井原市社会福祉協議会 美星支所】

療 育 相 談

月〜金曜日　8：30 〜17：00

就学前の子どもたちに関す
る心配や悩みごとの相談

介 護 相 談
家庭介護や各種サービ
スに関する相談

結 婚 相 談 ６/13 ㈮・７/11 ㈮
　13：30 〜15：30 結婚に関する相談

行 政 相 談

５/22 ㈭・６/12 ㈭
６/26 ㈭・７/10 ㈭

10：00 〜12：00
【井原市総合福祉センター】

行政全般に関わる相談

（道路・住宅・公害）

６/19 ㈭　　  9：00 〜11：00
【 芳 井 老 人 福 祉 セ ン タ ー】
７/17 ㈭　　  9：00 〜12：00

【 芳 井 公 民 館 共 和 分 館 】
５/20 ㈫・６/17 ㈫・７/15 ㈫

10：00 〜12：00
【美星農村環境改善センター】

ふれあい福祉相談センター
秘密厳守／相談無料 問い合わせ、予約は

　井原市社会福祉協議会　☎62−1484

問い合わせ先
　協働推進課 市民活動係　☎62−9508
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「
つ
ば
め
の
来
る
学
校
」

　
あ
る
日
の
こ
と
、
芳
井
中
学
校

の
国
語
の
先
生
が
に
こ
に
こ
さ
れ

て
、
こ
ん
な
話
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
。

「
う
ち
の
学
校
は
毎
年
六
月
頃
、

燕
が
飛
ん
で
き
て
巣
を
作
る
ん
で

す
。
当
然
の
こ
と
、
燕
は
糞
を
廊

下
に
落
と
し
ま
す
。
で
も
生
徒
た

ち
は
嫌
が
ら
ず
に
当
た
り
前
の
こ

と
の
よ
う
に
黙
っ
て
掃
除
し
て
く

れ
ん
で
す
よ
。」
と
。

　
こ
の
学
舎
に
は
弱
い
者
に
も
あ

ふ
れ
ん
ば
か
り
の
愛
情
を
注
い
だ

小
林
一
茶
の
世
界
が
息
づ
い
て
い

た
。

「
や
れ
打
つ
な
蝿
が
手
を
す
る
足

を
す
る
」「
や
せ
蛙
負
け
る
な
一

茶
こ
れ
に
あ
り
」「
雀
の
子
そ
こ
の

け
そ
こ
の
け
お
馬
が
通
る
」
の
気

風
が
、
百
十
二
名
の
純
真
な
子
ど

も
ら
が
学
ぶ
こ
の
山
間
の
学
校
に

い
っ
ぱ
い
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。

「
あ
っ
、
ま
た
、
来
と
る
。」

中
二
の
Ａ
君
が
明
る
い
声
で
つ
ぶ

や
く
。
そ
し
て
、
黙
っ
て
ほ
う
き
を

手
に
し
た
。
廊
下
は
も
と
の
よ
う

に
き
れ
に
な
っ
た
。


